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シロモチくんとゴーちゃんが語る津市政⑩
市民の皆さんの願いから誕生～香良洲高台防災公園～

んでいる約5,000人全員の安全
のためにも、一刻も早く避難場
所を増やすことが必要なんだよ。
　それが高台なんだね。でも、
どうしてこの高台を造ろうと考
えたの？
　香良洲地域内からの脱出が困
難な人たちが避難できる高台を
造ってほしい、っていう話が前
からあったんだ。
　そうなんだ。
　それに自治会連合会香良洲支
部からも「高台の造成」の要望
書が提出されていたんだ。香良
洲地区地域審議会からも「町内
の工業専用地域を利活用し、緊
急時に要援護者の避難場所とな
る高台の造成を」と具体的な意
見があったんだ。
　地元からの強い要望があった
んだね。
　そこで、香良洲地域の北部に
ある約11.4ヘクタールの市有地
に高台を造って、防災公園とし
て整備することにしたんだ。
　広さはどのくらいあるの？
　津球場約３個分の広さで、車
を約2,000台駐車できるんだ。

香良洲地域は約
2,000世帯だか
ら、全部の世帯
が車で避難でき
るんだよ。この
他に防災倉庫や
上・下水道、ト
イレなども整備
して、普段は海
の見える公園に
しようという計
画なんだ。
　でも、これだ
け大きい高台だと、ものすごい
量の土がいるよね？
　うん。10トンダンプにして約
７万8,000台分の土が必要なん
だよ。
　そんなにいるんだ。じゃあそ
の土はどうするの？
　河川のしゅんせつや道路の建
設、治山や砂防などの公共事業
から発生する良質な土砂を活用
することにしたんだ。

　なるほど。そういうことなん
だね。
　それとこれまでは、その土砂
を処理するための土地を用意す
るのは簡単じゃなかったので、
この市有地を国や三重県に土砂
の持込地として提供し、有効活
用することにしたんだ
よ。
　とてもいいアイデアだ
ね。
　高台を造成するための
費用を国や三重県にも負
担してもらってコストを
下げられるから、まさに
一石二鳥の計画なんだ。

　そんなメリットもあるんだ
ね。それでこの高台はいつ頃で
きるの？
　すでに国や三重県とは、2021
(平成33)年度の完成を目指して
具体的に話が進んでいて、高台
の造成は国土交通省と三重県、
津市の３者で、公園の整備は津
市が行う計画なんだ。
　少しでも早く避難場所として
使いたいね。
　とても大きな高台だから、全体
が完成するまで少し時間がかか
るんだけど、完成予定の2021(平
成33)年度より早い４年後の2017
(平成29)年春には、避難場所とし
て利用できる予定なんだよ。
　完成すると公園もできるし、
楽しみだね。
　そうだね。この高台は市民の
皆さんのアイデアから生まれた
全国的にもほとんど例のない構
想なんだ。
　これからも市民の皆さんと一
緒に災害に強いまちづくりに取り
組んでいかなくちゃいけないね。
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